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愛
知
県
の
一
宮
市
は
、
些
些
の
一
環
と
し
て
大

部
の
史
料
編
を
続
々
刊
行
さ
れ
つ
つ
あ
る
が
、
こ

の
ほ
ど
史
料
編
六
と
し
て
、
古
代
・
中
世
の
文
書

集
を
公
刊
せ
ら
れ
た
。
古
代
・
中
世
の
文
書
集
と

し
て
は
、
す
で
に
昭
和
三
八
年
に
史
料
編
五
と
し

て
妙
興
寺
文
書
六
五
二
通
を
一
冊
と
し
て
刊
行
さ

れ
、
学
界
に
大
き
く
貢
献
せ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
が
、
史
料
受
持
は
、
妙
興
寺
を
除
く
、
一

宮
市
域
に
関
す
る
、
市
内
外
の
全
文
書
を
網
羅
し

て
上
梓
せ
ら
れ
た
。
弥
永
貞
三
氏
を
編
者
と
し
、

玉
村
竹
二
・
笠
松
宏
至
・
三
鬼
清
一
郎
・
岩
野
見

司
の
諸
氏
が
協
力
さ
れ
、
市
史
編
纂
室
で
は
新
井

喜
久
夫
・
上
村
喜
久
子
氏
が
中
心
に
な
ら
れ
た
由

で
あ
る
が
、
関
係
者
の
御
苦
心
と
、
史
料
の
収
集

公
開
に
対
す
る
熱
意
が
ほ
と
ば
し
り
で
る
珠
玉
の

史
料
集
と
い
う
べ
く
、
学
界
が
さ
ら
に
観
た
な
共

有
財
産
を
贈
ら
れ
た
こ
と
を
喜
こ
び
た
い
。

　
全
体
を
三
部
に
分
け
て
編
纂
さ
れ
て
い
る
が
、

第
一
は
甫
域
内
所
在
文
書
史
料
で
あ
る
。
一
宮
真

清
田
神
社
・
兼
松
文
書
以
下
社
寺
蔵
の
史
料
を
中

心
に
一
二
二
点
。
い
わ
ゆ
る
文
書
、
二
〇
頁
に
わ

た
る
真
清
田
神
社
縁
起
の
ほ
か
、
舞
楽
面
銘
、
狛

犬
銘
、
鰐
口
銘
な
ど
の
銘
文
や
棟
礼
な
ど
、
中
世

か
ら
江
戸
初
期
ま
で
の
史
料
を
文
字
通
り
網
羅
さ

れ
て
い
る
。
第
二
部
は
愛
知
累
内
所
在
の
一
宮
市

関
係
史
料
七
三
点
。
猿
投
神
社
蔵
の
『
本
朝
文
粋
』

巻
二
紙
背
の
熱
田
社
領
に
関
す
る
三
五
通
、
万
徳

寺
の
天
正
や
年
の
年
貢
縦
な
ど
が
注
目
さ
れ
る
。

第
南
部
は
、
県
外
所
在
の
一
宮
市
関
係
史
料
で
、

正
倉
院
文
書
の
尾
張
国
正
税
帳
以
下
、
正
倉
院
文

書
・
平
城
宮
出
土
木
簡
な
ど
古
代
文
書
、
荘
園
・

国
衙
領
関
係
で
は
東
大
寺
・
久
我
・
醍
醐
寺
・
大
・

徳
寺
な
ど
諸
所
か
ら
関
係
史
料
三
三
室
点
を
渉
猟

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
文
書
掲
載
の
体
裁
は
何
れ

も
妙
興
寺
文
書
に
等
し
く
、
厳
密
に
本
文
を
復
刻

さ
れ
、
詳
し
く
頭
註
を
付
し
、
本
文
に
は
『
大
日

本
古
文
書
』
等
に
依
ら
れ
た
若
干
の
例
外
を
除
い

て
何
れ
も
原
本
の
改
行
を
明
示
す
る
」
を
付
し
て

い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
一
々
原
本
ま
た
は
影
写
本

に
従
っ
て
校
正
せ
ら
れ
た
証
拠
で
あ
り
、
妙
興
寺

な
ど
単
一
の
文
書
な
ら
ば
と
も
か
く
、
こ
の
よ
う

な
網
羅
文
書
集
に
あ
っ
て
も
実
行
さ
れ
て
い
る
こ

と
は
、
そ
の
史
料
復
刻
に
か
け
ら
れ
た
情
熱
と
、

厳
密
さ
に
お
い
て
、
感
歎
の
他
は
な
い
。
同
時
に
、

や
や
も
す
れ
ば
安
易
に
流
れ
が
ち
な
地
方
市
史
史

料
編
の
編
纂
に
、
い
た
く
警
鐘
を
回
せ
ら
れ
る
と

と
も
に
、
立
派
な
手
本
を
示
さ
れ
た
と
い
え
よ
う
。

　
厳
密
さ
と
い
え
ば
、
永
延
二
年
の
尾
張
国
解
文

が
全
文
、
井
上
恒
一
全
本
お
よ
び
史
料
編
纂
所
本

を
底
本
に
、
真
福
寺
、
内
閣
文
庫
本
な
ど
と
対
校

し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
　
（
但
し
、
送
り
仮
名
、

乎
古
止
点
は
割
愛
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
ま
で
さ
れ

た
の
な
ら
、
送
り
仮
名
、
返
り
点
に
翻
訳
し
て
で

も
掲
載
さ
れ
て
い
た
な
ら
ば
、
と
営
ま
れ
る
。
）

な
お
、
妙
興
寺
文
書
に
あ
っ
た
花
押
集
は
、
本
書

に
は
な
い
。

　
古
代
、
中
世
史
料
と
は
い
え
、
む
ろ
ん
最
的
に

は
室
町
か
ら
戦
国
・
織
豊
時
代
が
中
心
を
し
め
る
。

上
述
の
よ
う
に
土
地
制
度
の
基
本
史
料
も
多
数
含
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ま
れ
て
お
り
、
東
海
地
方
の
研
究
に
と
っ
て
座
右

の
宝
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
最
後
に
、
こ
れ
は
私
の
持
論
な
の
で
あ
る
が
、

本
書
が
、
い
つ
で
も
希
望
者
が
入
手
で
き
る
よ
う
、

と
く
に
市
当
局
の
配
慮
を
の
ぞ
み
た
い
。
こ
れ
だ

け
の
苦
心
を
は
ら
わ
れ
た
本
書
が
、
一
回
の
出
版

を
も
っ
て
版
を
断
つ
と
す
れ
ば
あ
ま
り
に
惜
し
い
。

本
書
の
た
め
示
さ
れ
た
市
当
局
の
理
．
解
を
並
々
な

ら
ぬ
も
の
が
あ
る
と
推
測
し
敬
服
す
る
の
で
あ
る

が
、
今
後
、
い
つ
で
も
入
手
し
得
る
と
す
れ
ば
、

さ
ら
に
大
き
な
便
益
を
学
界
に
も
与
え
て
く
れ
る

こ
と
と
な
る
の
で
あ
り
、
・
関
係
者
各
位
の
御
高
配

を
切
望
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
（
A
5
判
本
文
一
、
　
囲
○
；
貝
図
版
五
葉
　
昭
和
四

　
五
年
三
月
　
一
宮
市
刊
）
　
　
　
　
（
熱
田
　
公
）

茨
城
県
史
編
さ
ん
中
世
史
部
碁
譜

．
茨
城
県
史
料
　
中
世
編
1

　
本
書
は
茨
城
県
史
料
の
第
六
回
配
本
と
し
て
、

宝
月
圭
吾
氏
を
代
表
と
す
る
県
史
編
さ
ん
中
世
史

部
会
（
宮
田
俊
彦
、
菊
地
勇
次
郎
、
佐
々
木
銀
弥
、

網
野
善
彦
、
新
田
英
治
氏
ら
）
に
よ
っ
て
編
纂
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。
本
書
に
は
鹿
島
・
行
方
・
新

治
・
稲
敷
・
北
相
馬
の
県
南
五
郡
所
在
の
文
書
が

収
め
ら
れ
て
お
り
《
残
余
は
第
二
巻
に
、
ま
た
県

外
所
在
文
書
は
別
に
県
外
編
に
収
録
さ
れ
る
由
で

あ
る
。
収
載
す
る
と
こ
ろ
一
一
四
〇
通
、
巻
頭
に

は
約
七
十
頁
に
及
ぶ
解
説
が
付
せ
ら
れ
て
い
る
。

解
説
の
詳
細
、
懇
切
な
こ
と
は
、
本
史
料
集
の
特

色
と
も
い
う
べ
く
、
　
「
中
世
文
書
概
観
」
か
ら
は

じ
め
て
、
諸
郡
、
諸
社
寺
の
歴
史
、
文
書
の
解
題

に
及
び
、
そ
れ
自
体
学
術
論
文
と
し
て
優
れ
た
価

値
を
も
っ
て
い
る
。
紙
数
の
都
合
上
、
そ
の
内
容

を
お
伝
え
す
る
余
裕
は
な
い
が
、
以
下
の
紹
介
も
、

多
く
は
こ
の
解
説
に
拠
っ
て
い
る
こ
と
を
お
断
り

し
て
お
き
た
い
。

　
収
載
文
書
中
の
圧
巻
は
鹿
島
神
宮
関
係
文
書
で

あ
り
、
　
「
鹿
島
神
宮
文
書
」
　
（
鹿
島
神
宮
文
書
、

大
宮
司
家
文
書
、
大
禰
宜
家
文
書
）
を
は
じ
め
、

「
鹿
島
則
幸
文
書
」
、
「
塙
不
二
丸
氏
所
蔵
文
書
」
、

合
計
六
四
九
通
に
及
び
、
全
巻
の
過
半
を
占
め
て

い
る
。
夙
に
小
宮
山
昌
秀
の
「
楓
軒
文
書
纂
」
、

後
に
は
宮
地
直
一
氏
の
「
鹿
島
神
宮
文
書
第
一
輯
」

に
よ
っ
て
知
ら
れ
て
い
た
も
の
も
少
な
く
な
い
が
、

前
者
は
公
刊
さ
れ
て
お
ら
ず
、
後
者
も
入
手
し
が

．
た
く
、
且
つ
文
書
の
複
雑
な
伝
存
状
況
の
故
も
あ

っ
て
、
利
用
の
便
を
欠
い
て
い
た
。
鹿
島
神
宮
が

藤
原
氏
の
氏
神
で
あ
る
と
こ
ろ
が
ら
、
多
数
の
公

家
関
係
文
書
を
蔵
し
、
ま
た
武
神
と
し
て
崇
敬
さ

れ
た
結
果
、
多
数
の
武
家
関
係
文
書
を
蔵
し
、
香

取
神
宮
関
係
文
書
と
な
ら
ん
で
、
関
東
神
社
関
係

文
書
の
双
面
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
さ
ら
に
日
本

中
世
史
研
究
に
お
い
て
占
め
る
位
置
の
重
要
性
に

つ
い
て
は
、
更
め
て
申
す
ま
で
も
な
い
。
か
つ
て

こ
の
地
に
旅
行
し
た
折
、
刊
行
の
近
い
事
を
聞
か

さ
れ
楽
し
み
に
し
て
い
た
だ
け
に
、
と
り
わ
け
喜

ば
し
く
思
わ
れ
る
。
い
ま
諸
本
心
逸
状
況
の
綿
密

な
考
証
を
基
礎
と
し
て
、
内
閣
文
庫
・
静
嘉
堂
文

庫
等
の
蔵
本
と
比
較
校
訂
し
、
鹿
島
神
宮
関
係
文

書
の
決
定
版
が
完
成
さ
れ
た
点
に
、
本
史
料
集
の

最
大
の
学
術
的
価
値
が
認
め
ら
れ
る
。

　
質
量
と
も
に
す
ぐ
れ
た
個
人
所
蔵
文
書
を
多
く

収
め
て
い
る
の
も
、
本
書
の
特
色
で
あ
ろ
う
。
「
芹

沢
文
書
」
に
は
室
町
時
代
の
古
河
公
方
と
の
関
係

を
示
す
文
書
、
医
薬
関
係
文
書
が
多
く
、
　
「
鳥
名

木
文
書
」
は
、
鎌
倉
後
期
、
南
北
朝
の
譲
状
か
ら

中
世
土
豪
の
生
活
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
室
町
期

地
方
政
治
の
好
史
料
で
あ
る
。
　
「
税
所
文
書
」
は
、
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